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議会報告会 町・議会に対する意見・要望等に対する回答 

 

【議会報告会の開催について】 

（日時）令和５年１月２１日（土） 午後１時３０分～午後３時 

(場所) ①総合町民センター    ②ふるさと交流センター 

      ③はまかぜ交流センター  ④里山文化交流センター 

（内容）1.議会からの報告～身近な議会目指して～ 

2.意見交換 

 ・町政の関することいろいろ『皆さまのご意見をお聞かせください』 

 

 

 

 
 
 

 

【回答】多くの方にご参加いただけるよう取り組んで参ります。発言については、「議会報告

会」は議会としての公の報告とし、「出前懇談会」や「個人演説」では個人の意見を

交えると区別しています。 

 

 

 
 
 

 
 
【回答】 報酬については、議会改革の一貫として全国的な検討課題とされています。算定は、

首長報酬を基準にして、議員の活動日数をもとに、活動係数を掛けて算定しています。

これは全国議長会から示された計算方法です。報酬の改定については、町長がおおい

町特別職報酬等審議会に諮問し、検討されて決定することとなっています。 

 

 
       
 

【回答】通年議会への移行によって、委員会活動が通年で実施できるため、調査や出前懇談

会等で住民や団体の意見を聞き取る機会が多くなります。有効な活動となるよう、今

後運用や方法の工夫も行っていきます。 

 

 

 

 

 

 
１ 議会報告会は敷居が高く、女性や若い人の参加が少ない。また、議会としての報告を

されているが、議員一人一人の意見を聞きたい。 

 
２ 議員報酬の検討について、首長の報酬が算定基準か。若い方も議員として活躍できる

額にすべきと、報酬はせめて市議会並みにするよう、これまでにも議員報酬の引き上げ

を提案してきたがどうか。 

 
３ 通年議会はどのように生かされているのか。予算が決定される前に住民と議論をする

ことも視野に入れてほしい。                             
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【回答】一般質問の公開は、傍聴者の制限を全撤廃しており、ケーブルテレビの当日生中継

と土日の再放送に加え、後日図書館での DVD貸出を行っています。町のホームページ

での視聴にはシステム改修が必要なため、議会運営として今後の検討課題とします。 

 

 

 

 

 

【回答】議会の改革については、制度や仕組みの改正だけでなく、有意義な活動となるよう

常に工夫や改革が必要と考えています。 

 
 
 

 
 
【回答】出前懇談会が身近で開催しやすくなるためのご意見として、即時対応させていただ

きましたのでご活用下さい。 
 
 
 
  
 

【回答】住民の意思を尊重し意見を反映させ、納得いく形での区の再編を目指すことを目的

に、協議を進めていると聞いています。 

 

 

 
 
 

 

【回答】防犯灯は基本的には各区で設置・管理を行い、町は通学路について設置することと

なっています。議会として住民の不安を取り除けるよう働きかけていきます。 

 

 

 
 
【回答】 町では自主防災組織に対し、設立時には 17万円、活動費５万円といった支援を行

っています。また防災専門員を置き、地域からの要望があれば対応がされます。防災

士に対しては、地域毎の防災マップ作製などの研修を行っています。 

 

 

 

 
５ 昔と比べると現在は議会の活性化が非常に進んでいると思う。これ以上の議会改革や

活性化は何があるのか。                 

 

 
６ 出前懇談会の受付を公民館でもしてほしい。 

        

 
８ 夜間歩いていると暗く怖いところが多々ある。車社会のため町づくりが車目線である

と感じる。歩行者目線で考えてほしい。 

 
９ 地域自主防災組織に対する町の支援がないように思うが、どうなっているのか。 

                               

 
４ 議会の一般質問の映像は図書館で DVD を貸し出ししているとのことだが、議会ホー

ムページ上でも視聴できるようにしてはどうか。 

                      

 
７ 本郷地区の区の再編は避けられないと思うが、意見が様々でまとまらない。行政主導

で取り組むべきではないか。 
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【回答】進学サポート給付金は、令和５年度で一旦終期が設定されており、今後、制度の見

直しが検討されると聞いています。 

 

 

【回答】デマンドバスの運行には認可が必要で、各民間事業者との調整や地域公共交通会議

において了承が必要なこともあり現状では困難な状況です。 議会としては移送に関

する別の制度や方策を調査しています。 

 

【回答】デマンドバスの運行には認可が必要で、各民間事業者との調整や地域公共交通会議

において了承が必要なこともあり現状では困難な状況です。 議会としては移送に関

する別の制度や方策を調査しています。 

 

 

 
    
【回答】 総合運動公園の護岸については、運動公園の一部として管理しているので、「魚釣

りご遠慮ください」「ごみは必ず持ち帰ってください」との趣旨の看板を株式会社お

おいが設置し、マナー改善を促すようにする予定です。 

 

 

 
 
 
 
【回答】担当の建設課に伝えました。 

 
 
 
 
 
 
 
【回答】冬季のみ堰き止めていますが、その他季は取り外しているので、水位の上昇はない

とのことです。 

 

 

 

【回答】令和 6年度予算で工事完成を目指しています。 

 

 

 

 
15 宮裏川（町民センター裏）が堰き止めされ、ダムのようになっている。水位が上がっ

ているため危険だと感じており、そのようなものを設置する説明は受けていない。  

 
16 坂本高浜線はいつ完成するのか。 

           

                      

 
11 デマンドバスは、交通手段としてありがたいが、小浜病院など行きたくても移動範囲

が町内だけである。小浜市、高浜町などの公共交通手段と連携したデマンドバス運行な

ど、広域で考える必要があるのでは。                             

 
12 総合運動公園周辺では魚釣り禁止であるが、釣り客がたくさん来ている。大変マナー

が悪くごみが散乱している。 

 
13 前商工会跡地に貯水槽を作る予定だが、雨量の多い時にそこだけで大丈夫なのか。  

14 貯水槽はどれくらいの雨量でオーバーフローするのか。500ｍｍぐらい降ると無理では

ないか。                              

                            

 

 
10 進学サポート事業では、月２万円子どもにもらえますが、もらえる子ともらえない子

が出てきます。おおい町に戻ってもらえるよう所得関係なしであげてほしい。 
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【回答】 購入助成は、認定農業者や団体への補助となっています。 個人への農業支援とし

ては、肥料、燃料など価格高騰していることに対しての補助を申請により対応されて

います。子育て支援は社会的に町としての重要な施策として社会的支援として考える

べきです。また、国全体の問題であり、個人の財産支援となる農機具購入とは異なる

もので、ご理解をお願いします。 

 

 

 
 
 
 
 
 
【回答】令和５年度中に現地調査を行い、法面の整備方法について検討した上で対応させて

いただきます。 

 

 

 

 

 

 

【回答】地方における自然体験や社会体験を重視した教育旅行の需要に対応するため、探究

的な学習に対応した教育旅行プログラムの開発や、併せて観光人材の育成を検討して

まいります。 

 
 
 
 
 

 

【回答】安定ヨウ素剤の事前配布について、申請手続きや方法等が必要な方に届くよう、情

報手段を工夫するよう担当課に伝えます。 

 

 
 

 

【回答】新たな橋の計画については、避難道路の多重化の観点からも町の要望の重要項目に

とりあげ、町や議会から国や県に対して要望活動を行っております。 

 

 

 

 

 

 
18 県道 35号線の森林公園、交流センター側の法面が崩れている。又、側溝にゴミが溜ま

る。地元で管理しているが高齢者が多く、管理出来なくなってきた。商工観光課の方へ

要望しているが中々出来ない。議会の方からも要望してもらえないか。 

 

                                  

 
20 安定ヨウ素剤配布について UPZ地区は申請手続きが必要であるが、事故が起こってか

らの対応では遅いため、事前配布の申請がしやすくなるようにしてほしい。 

 
21 大島地区、防災道路から国道に通ずる橋の計画と実現の運動をおこしてほしい。                     

 
19 教育旅行と宿泊体験についてですが、コロナ前だが嶺南地方には 5万人の人が来てい

るが、おおい町には 600人ぐらいしか来ていない。名田庄地区には陰陽道や林業体験や色々

あるので教育旅行や宿泊体験をもっと積極的に進めてほしい。 

 

                                   

 
17 個人の農業者に対する機具購入の補助はできないのか。個人の農業者は補助支援の対

象外。子育て支援は個人に対する補助支援であり、農業の個人に対する補助支援も同様

ではないか。なぜ支援できないのか。 
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【回答】町は、人口減少対策として、子育て支援事業に積極的に取り組み、合計特殊出生率

は 1.95で県下一位であり全国的にみても高い水準ですが、死亡出生という自然動態、

転入転出という社会動態の集計において人口減少が進んでいる状況です。町は子育て

支援事業の充実、産業団地への企業誘致や野菜工場の誘致等の働く場の確保など、人

口減少対策を進めています。 

 

 
 

 

【回答】町が進める子育て支援事業や、産業団地の造成や企業誘致、起業の促進について、

議会としても調査や検討を行い、人口減少対策の更なる取り組みについて働きかけて

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【回答】5 年度のカレンダーは配布済みであるため修正はできませんが、それ以降のカレン

ダーについて、意見を反映できるよう行政に伝えます。 

 

 

 

 

 

 

【回答】広域ごみ処理施設は現在試運転中であり、4 月 1 日から本格稼働します。収集方法

は変わりませんが、大飯地区からのごみの持ち込みは現在無料となっていたのが、今

後有料となります。 

広報おおいで収集方法や料金についての案内はあったと思いますが、町民全体に周知

していくことは大事だと思いますので、周知方法などを検討するよう行政に伝えます。 

 

 

 

 

 

【回答】可燃性ごみ袋は利用頻度が高く、足らなくなったら町民に負担してもらい、他のご

み袋は町が配布します。行政にこういった意見があったことを伝えます。 

 

 
22 おおい町の将来を考えると、今後人口減少による過疎化などで衰退することを懸念す

る。働く場所の確保や若者が帰ってくるような取り組みが必要ではないか。          

 
23 おおい町の人口が減っているのは、町に入ってくる人が少ないのが原因と思うが、議

会としてはどういうふうに考えているか。         

 
24 町民カレンダーのごみの種類の絵が薄く見づらい。図をシンプルに、色を濃くしてほ

しい。 

25 ごみカレンダーのペットボトルの印が、前は色が黄色だったが今年は水色になってい

る。高齢者は色で判断するから区長をしているが分別間違いが多くなった。ごみカレン

ダーは今年で 3回変わっているが、毎年変えないで統一してほしい。 

26 ごみのカレンダーが見にくいので、色彩等を改善してほしい。 

 
27 ごみ処理が広域化になるが、料金や収集方法は変わるのか。早く説明をしてほしい。 

28 ごみ処理場の件ですが、高齢者にとっては今でも分別や間違った日に出すとか難しい

のに、今まで以上に難しくならないか。持ち込みゴミは小浜から和田に変わるが、高齢

者にとっては距離が遠くなるので何とかならないか。                 

 
29 配布されるごみ袋の枚数を変えていただきたい。大部分のごみ袋が余ってくる。可燃

性ごみ袋は増やし、他の袋は統計をとって少なくできないか。 

30 余ったごみ袋は役場で引き取ってもらえないか。（そうしたら無駄にならないと思う） 
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【回答】小浜市とおおい町のどちらかで検討することになっているが、具体的な場所につい

て議会への報告は今のところまだないです。 

 

※回答内容については、令和５年３月末現在のものです。 

 
31 火葬場の建設場所が旧清掃センター跡地に予定をしていたが、現在の状況は。どこか

に必要で時間がないことは理解している。まずはプラン等を住民に提示しなければ判断

が難しいのではないか。 

 


